
担当 取組内容 活動指標・評価指標

教務

集会時等に、教務部として授業規律について話
す機会を持つと共に、全教職員の共通理解で行
えるよう努めます。教職員間の情報交換を活発
にし、校内巡視を行い、現状を把握し、怠け学
の生徒を減らすよう努めます。

アンケート等を利用して調査
を行い、その内容で評価す
る。

・集会時に生徒に授業規律について話す機会を持った。
・生徒指導部が授業開始前に巡視･声かけを行ってくれて いるこ
ともあり、授業を受ける準備をすることは定着しつつある。
・授業中の携帯電話の使用については、かなり改善されてきてい
る。
・今後も全職員共通理解のもと取り組んでいきたい。
・アンケートは今後実施。

・数年前に比べ、授業規律は大幅に改善されている。
　生徒への授業アンケートでは、「授業での教師の対応」について
肯定的な意見が、　携帯 92％（前年比＋6％）、私語87％（-
4）、居眠り88％（＋1）　と、前年度よりやや落ちたものもある
が、高い水準を維持している。
・すべての生徒が規律を守れるように努めていく。
・次年度も全職員共通理解のもと今年度同様に取り組みたい。

生指

授業担当者、担任をはじめ、教職員がお互いに
連絡を密にすることで、正しい生活習慣を定着
させるとともに、授業規律を守るように指導を
します。
授業時間ごとに巡回指導をおこなうことで怠け
学を減少するよう努めます。

怠け学者を年間10名以内に
する。

・授業中の巡回によって怠け学として特別指導に上げるようなこ
とはない。今後も巡回指導を継続し、未然に防ぎ、困難な授業が
あればそれについても協力していきたいと思います。

・怠け学で特別指導に上げることはなかったが、巡回中、未然に防
いだ件は数件ある。巡回指導の重要さは実感できる。授業を大切に
し、集中できるよう、来年度も継続していきたい。

基礎学力の
向上を図り
ます

教務

レベルアップ基礎学力などの基礎・基本的な授
業の検証を行い、入学年度により多くの生徒が
選択受講するように働きかけていきます。ま
た、アクティブラーニングを取り入れた授業を
推進することで、基礎学力の向上を目指しま
す。

アンケート等を利用して調査
を行い、その内容で評価す
る。

・各授業の担当者には、基礎学力の向上を目指し授業を工夫して
頂いている。
・学校全体として、アクティブラーニングの理解を深め、生徒の
意欲を引き出す授業改善に努めて頂いている。
・新入生への講座登録説明で働きかけた結果、三修制受講者26名
の内、19名が「レベルアップ」を、１2名が「基礎知識」を受講
している。
・アンケートは今後実施。

・基礎学力向上のため、各授業担当者は興味・関心がもてる授業を
工夫している。
･「興味関心を引き出す授業」や「わかりやすい授業」に向けた改善
がなされている。
　生徒への授業アンケートでは、肯定的な意見が、興味関心83％
（前年比+4％）、内容理解84％（-8）、満足度85％（+3）となっ
た。
・前年より数値がやや落ちたものもあるので、より一層授業内容へ
の興味関心を高め、内容の理解を深め、満足度を高める授業への取
り組み進めていきたい。

教務
授業公開週間のあり方について検討し、さらな
る授業の充実と改善を行います。

アンケート等を利用して調査
を行い、その内容で評価す
る。

・授業公開週間では、「アクティブラーニング」と「コミュニ
ケーション能力の向上」も考慮に入れた授業をお願いしている。
・１１月に実施する。

・「アクティブラーニング」、「コミュニケーション能力の向上」
を考慮に入れた授業公開を実施した。
・趣旨の理解を徹底し、職員が授業見学しやすい方法を検討する。

図書

総合的な探究の時間及び調べ学習の授業等で図
書館利用を推進していきます。
読書週間等を利用し読書・学習の大切さをア
ピールします。

自習以外の図書館の利用回数
で計る。

・10月1現在、テーマ別学習が8回・6時間、授業利用が35回・
50時間の利用があった。うち司書による授業支援サービスを行っ
たのは16回であった。また、自習のみの利用は38回・約57時間
あった。自習による利用は体育館の室温が高いことや、生徒が集
まらず授業が成り立たないといった理由であった。
今後の取組は、授業利用サービスの周知を行う。

・1月現在、テーマ別学習等が13回・約9時間、授業利用が53回・
約79時間の利用があった。うち司書による授業支援サービスを行っ
たのは26回であった。また、自習のみの利用は94回・約140時間
あった。他館からの資料借受や自館の資料及び機材を使用した授業
支援ができた。事前に使用することが分かっていればよりよい支援
ができることが多いと感じる機会が多かったため、次年度は周知に
必要な物理的な紙などをつくる。

授業でのＩ
ＣＴ等の活
用を通じ学
習意欲の向
上を図りま
す

教務
授業でのタブレットやプロジェクターの活用を
進め、生徒の学習意欲が高まる授業の研究を推
進します。

ICT機器の貸出簿や生徒・教
職員のアンケート等の内容で
評価する。

・タブレット貸出簿では4月3回、5月5回、6月４回、7月６回、
9月４回と昨年度よりは活用されている。
・具体的活用方法がわからないとの声もあるので、授業公開等を
通して活用例を学べる機会を増やす。
・プロジェクターのある部屋の利用は、4月４回、5月５回、6月
１１回、７月７回、9月６回授業で利用されている。

・タブレット貸出簿では１０月８回、１１月１０回、１２月２回
と、ある程度活用されている。
・プロジェクターのある教室の利用は、１０月１０回、１１月９
回、１２月２３回、授業で利用されている。
・上記以外に、理科室・パソコン室のＤＶＤ・ＰＣも活用してい
る。
・タブレットを活用した授業の在り方の検討を続けたい。

基
礎
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力
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目
指
し
ま
す

授業規律の
確立を図り
ます
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教務

アクティブラーニングの推進、コミュニケー
ション学習・通級指導授業への全教職員の参加
により、その成果等を共有し、学校全体とし
て、その能力の向上を目指します。

生徒や教職員のアンケート等
の内容で評価する。

・各先生方には、日ごろからコミュニケーション能力の向上に取
り組んでいただいている。
・コミュニケーション学習では、毎回生徒や職員にアンケートを
実施している。

・授業アンケートの結果では、「質問や意見を言いやすい」と感じ
ている生徒が、89％（前年比＋3％）と増加している。他生徒の意
見を尊重したり、発言しやすい雰囲気づくりにより、生徒が自信を
もって取り組めるようになってきている。

生指

教職員から生徒一人ひとりへの積極的な声かけ
を大切にし、生徒が自分の意思を伝えやすい雰
囲気を作ります。また、生活の基本である挨拶
を身につけることでコミュニケーション能力の
向上につなげます。

月1回実施の声かけ期間中、
生徒の半数以上が自ら挨拶す
る。

・4月から毎月、どの月も6割程度の生徒が自ら挨拶をすることが
できている。今後、更に一層、生徒が自ら挨拶ができるよう声か
けをし、コミュニケーション能力の向上につなげます。

・毎月、ほぼ、６割程度の生徒が自ら挨拶をすることができてい
る。来年度も声かけ週間を継続し、生徒が自ら気持ちよく挨拶を
し、コミュニケーション能力を高められるようにしていきたい。

生徒会

クラブ活動の活性化を推進し、生徒会の各行事
を通した仲間との交流や個々の生徒の達成経験
を通した協調性と自信の育成を支援していきま
す。

各行事において満足度調査を
行い、満足度80％以上を目
指す。

・アンケートで「満足した」「どちらかというと満足した」が全
体の85％を占めた。また協調性や自信が得られた趣旨の意見も多
くみられた。今後も生徒同士の幅広い交流をさらに支援する。

・各行事のアンケートで「満足した」「どちらかというと満足し
た」が年間平均で全体の8７％を占めた。
・各行事にて生徒間の交流が多く見られた。
・次年度も継続して生徒間の交流の機会を支援していく。

教育相談
特別支援

①全校生徒対象のＨＲ単位でのＳＳＴを「総合
的な学習の時間」に取り入れ、年２回実施しま
す。
②社会に適応していくうえで、コミュニケー
ション能力の向上が望まれる生徒を対象に、６
月に４回、１１月に４回のＳＳＴを実施し、次
年度からの通級による指導につなげます。
③就労年度の生徒で、特に必要と思われる生徒
に対し、夏季休業中に、直接就労に役立つ内容
のＳＳＴを３日間集中して実施します。
④通級による指導として「コミュニティデザイ
ンＡ」を実施するとともに、来年度から実施す
る「コミュニティデザインＢ」「未来デザイ
ン」のあり方や内容を構築し、生徒の社会的自
立を促します。

①については、生徒アンケー
トと指導者アンケートを実施
し、3分の2以上に「満足」
という評価を得ること。
②③④については、対象生徒
の目的意識の持ち方や取り組
み方、実施後の様子などを鑑
み、指導者による評価におい
て、高く評価できる生徒の数
が3分の2以上になること。

①7月実施のＨＲＳＳＴについては、事後のアンケート結果よ
り、評価指標を達成することができた。
②6月に実施予定であった放課後ＳＳＴについては、希望者がな
く、実施することができなかった。これは、今年度から通級指導
を導入したことによるものと思われる。
１１月には次年度からの通級指導受講希望者等を集め、実施した
い。
③６名の生徒が参加し、３日間の作業トレーニングを実施した
が、それぞれの強みや課題を具体的に把握することができ、指導
や実習につなげることができた。
④コミュニティデザインＡの実施状況は良好で、生徒それぞれの
課題の克服に向けて取り組むことができた。１学期末に実施した
受講生徒と保護者との面談においても、授業の効果を感じられる
話し合いができた。

①ＨＲＳＳＴについては、事後のアンケート結果において、7月11
月とも評価指標を達成することができた。
②6月に実施予定であった放課後ＳＳＴについては、希望者がなく、
実施することができなかったが、11月は５名の生徒が参加し実施
し、評価指標を達成することができた。また、次年度通級指導を受
講したいと考えている生徒に受講させることもできた。
③６名の生徒が参加し、３日間の作業トレーニングを実施したが、
それぞれの強みや課題を具体的に把握し、指導や実習につなげら
れ、氷塊指標を達成することができた。
④コミュニティデザインＡの実施状況は良好で、生徒それぞれの課
題の克服に向けて取り組むことができ、評価指標を達成することが
できた。１・２学期末に実施した受講生徒と保護者との面談におい
ても、授業の効果を感じられる話し合いができた。「コミュニティ
デザインＢ」と「未来デザイン」の受講のしかたや位置づけを明確
にすることができた。

教務
総合的な探究・学習の時間等を通して、生徒一
人ひとりがそれぞれのテーマに積極的に参加
し、活動する機会を増やします。

テーマ別学習の回数や生徒の
出席状況等で評価する。

・テーマ別学習では、意欲的に参加し、楽しく活躍している生徒
が多く見られる。まだ、他のメンバーと馴染んでいなく、消極的
な生徒は今後の活動で取り込んでいく。

・テーマ別学習において、幅広い経験をする機会を与えるために、
各先生が創意工夫したテーマで実施した。
・教育活動全般において、先生方が生徒の良い点を積極的に褒める
姿勢で接している。

生指

生徒とのコミュニケーションを大切にし、生徒
と向き合う中で、学校、社会でのルールを守る
ことの大切さを指導していきます。教職員との
連携をはかり、問題行動に素早く対応し、生徒
の自立・自信・成長を支援していきます。

問題行動の発生件数を5件以
下にする。

・今のところ問題行動による特別指導は０件。今後も大きな問題
になる前に、生徒ととのコミュニケーションを大切にし、教職員
の連携をはかり、問題行動に素早く対応していきます。

・本年度は問題行動による特別指導は０件。自分を大切にし、人の
気持ちを考えるよう指導をしていきたい。また、教員間の連携をを
はかり、問題行動に素早く対応していきたい。

生徒会

体育祭、文化祭、クラスマッチなどの学校行事
の運営に生徒会役員や各種委員を中心として、
生徒が積極的に参加し、その経験を通して自主
的に行動する姿勢を身につけ、自信を持つこと
ができるようサポートしていきます。

各行事において参加率および
満足度調査を行い、それぞれ
85％以上を目指す。また、
各行事に向けて生徒会役員会
を月複数回実施したり、役員
以外にも役割を与え、行事へ
の参加意識を持たせる。

・現時点では参加率78.8％、満足度85％であり、参加率にはま
だまだ課題が残るものの満足度では成果指標にあげた数字が出て
いる。また役員会等で生徒が自主的に行動する姿も見られるよう
になってきた。今後もより生徒が行事に参加し、活躍しやすいよ
う環境を整える。役員会等では、より責任のともなう役割を生徒
に割り振り、達成感を感じられる機会をさらに増やしていく。

・参加率は年間平均で73％、満足度は年間平均で87％となった。
・年間の生徒会行事を通して、生徒が自主的に活動する姿が多く見
られるようになった。
・役員会等で生徒に仕事を割り振ったことで、責任をもって仕事に
取り組む姿勢が身についた。
・アンケートで得られた、生徒会行事の内容や時間配分等の希望を
再検討し、来年度へ引き継ぎたい。

通級指導を
はじめ、あ
らゆる場面
を通してコ
ミュニケー
ション能力
の向上等、
社会的自立
に必要な基
本的スキル
を育み、仲
間づくりや
個々の課題
の克服を支
援します

自己肯定感
の育成を図
ります
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総務
定期的に「いじめに関するアンケート」を実施
することにより生徒の声を把握し、いじめ事案
の早期発見・早期対応を図ることに努めます。

学期に１回アンケートを実施
する。

・１学期、２学期とアンケートを実施。アンケートの回答にはい
じめにつながるような記述は出てきていないが、早期発見、早期
対応に繋げられるようアンケート内容、取り方、回収方法等を含
め一度見直し、改善していく必要がないか検討していく。

・これまでの様式を見直し、より生徒が記入しやすいアンケートと
なるよう改訂して３学期は実施。（１月末実施予定）
・生徒が日ごろ仲間内で何気なく使っている言葉の中には、周囲を
不快や不安にさせるものがある。そのような発言等に対して今後も
根気強く対応し、安心して登校できる環境を作っていくよう努めて
いく。

生徒指導

集会時等に、「命を大切にすること」「いじめ
を許さないこと」について話す機会を持ちま
す。また、授業担当者、担任をはじめ教職員が
お互いに連絡を密にすることで、いじめ事案の
早期発見・早期対応に努めます。

いじめの重大事態発生件数
０。

・重大事態につながる前に、被害者にきちんと対応し、周りが不
快に感じるような発言、行動がないよう早期発見、早期対応に努
めている。

。アンテナを高くし、担任を始め、教職員の連携をはかり、重大事
態につながる前に早期発見、早期対応に努め、いじめのない学校に
する。

人推

①人権LHR実施にあたり、人権教育推進計画に
基づき各学年会で指導案作成し、全教員で検討
します。
②学校行事「人権を考える集い」「人と人との
きずなをつくる集い」を人推部会が企画し、人
権サークルＴＨＲで司会進行を行います。
③人権サークルTHR21の活動を生徒主体で行
い、毎月１回以上行います。

①全校生徒の理解度・満足度
がともに75%以上
②全校生徒の理解度・満足度
がともに80%以上
③２つの集いの向けては、月
に複数回実施する

・人権LHR実施にあたり、取組中
・「人権の集い」については、理解度・満足度とも95％以上あり
ました。
・人権サークルでは月1回以上活動が出来、「人権を考える集
い」は司会や交流会も生徒主体で出来ています。

・全学年において人権ＬＨＲには副担任も入り、円滑な指導が出来
た。来年度以降もこの体制でお願いしたい。また、担任の先生がク
ラスに応じた教材等を準備してくださったお陰で、生徒の理解度、
満足度ともに９５％以上でした。
・２つの集いに関してはＴＨＲ21のメンバーが準備、当日の進行で
大きな戦力となり、参加生徒の理解度、満足度も指標を上回った。
・人権サークルでは月1回以上活動が出来、「人権を考える集い」、
「人と人とのきずなをつくる集い」は司会等も生徒主体で出来まし
た。

進路
講話等の進路行事では、自らの進路や生き方を
主体的に考える機会にするよう努めます。

・年３回以上の講話等の進路
行事を開催する。
・卒業時の進路未定０を目指
す。

・１学期中に講話等の進路行事を２回実施した。残り１回は１月
に実施の予定。
・卒業予定者で「全くの未定」の生徒２名（９月末現在）面談等
を通じて進路の方向性を探る。

・講話等の進路行事を３回計画できた。
・講話等の進路行事は、時期や内容などを精査したうえで来年度も
実施していく。
・「全く未定」の卒業予定者には担任や各方面等と連絡を密にとり
進路決定の支援をしていく。

生徒の心理
理解に努め
ます

教育相談

①10月実施の教育相談週間の面談において、専
門のカウンセリングを要する生徒を把握するた
めの調査を全クラスで実施し、100％スクール
カウンセラーに繋げていきます。
②担任が「カウンセラーによる教育相談がその
後の活動につながった」と感じられるようにし
ていきます。

①10月実施の教育相談週間
の面談において、専門のカウ
ンセリングを要する生徒を把
握するための調査を全クラス
で実施し、100％スクール
カウンセラーに繋ぐ。
②「カウンセラーによる教育
相談がその後の活動につな
がった」とする担任が8割以
上となること。

①調査については現在準備をしており、実施予定である。
②スクールカウンセラーと教育相談担当、養護教諭による情報交
換の時間を設定し、必要な情報を共有するとともに、担任につな
げるよう心がけている。また、必要に応じて、スクールカウンセ
ラーと発達障がい支援員やスクールソーシャルワーカーをつな
ぎ、話し合える場を持つようにしている。

①カウンセリングを要する生徒を把握するための調査を行い、ス
クールカウンセラーに繋ぐことができた。
②スクールカウンセラーと教育相談担当、養護教諭による情報交換
の時間を設定し、必要な情報を共有するとともに、担任につない
だ。また、必要に応じて、スクールカウンセラーと発達障がい支援
員やスクールソーシャルワーカーをつなぎ、話し合える場を持つよ
うにし、担任への助言を行った。

健康相談の
充実を図り
ます

保健
心が安らぎ、自分の心身と向き合えるような、
また何でも話せるような、雰囲気作りと環境整
備に努めます。

健康に対する意識調査を行
い、その結果をもとに評価す
る。

・2学期後半に意識調査や実態調査を行い、よりよい保健相談・
保健指導の糧とする。

・「悩み事を相談できる人」について、「いる」が昨年度比6％増の
【86％】でよい傾向にあるが、「いない」は1％減で【14％】を占
める。人数に直せば15人であるが、保健部としては常にこの生徒に
接するつもりで保健室経営を続けたい。

保健指導や
保健管理を
充実します

保健
生徒の日常生活や家庭生活の実態に沿って、全
体または個別の保健指導を進めます。

保健だよりを、生徒の実態や
興味に合った内容にし、月刊
で発行する。

・4月以降、「保健室の紹介」「健康な歯」「熱中症予防」「生
活のリズム」等のテーマで保健だよりを配布してきた。下半期も
継続の予定。

・「保健だより」について、「読む」または「すこし読む」と回答
した生徒の合計が、昨年度比7％増で【81％】を占めた。季節に応
じた話題を選んでいることと同時に、配布時に担任から一言触れて
もらっていることも一因と感謝している。

命を大切に
するととも
に、いじめ
を許さない
教育を推進
します

人権を守る
ための実践
行動ができ
る力を育み
自らの進路
や生き方を
主体的に考
える力を育
成します
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徒
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己
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長
を
支
援
し
ま
す



担当 取組内容 活動指標・評価指標

取　　組
項　　目

年度末評価・改善案・次年度取組等中間評価・今後の取組等重点

２０１９（令和元）年度の行動計画

具体的な取組

図書館での
生徒の成長
を支援しま
す

図書

図書館の利用を主に、生徒の活動の支援を行い
ます。生徒の視野を広げるために多種多様の資
料を揃え、利用を促進していきます。また各種
試験などに対し資料提供を行うことで支援を行
います。

貸出数及び図書館サービス利
用人数で計測

・10月現在、全体貸出数は昨年の同時期より若干減少している。
貸出数が増加したのは17学年と先生だった。17学年は特定の生
徒が貸出数を増やしていた。レファレンス（クイックレファレン
スを除く）件数は26件・15人であった。館内で読む生徒が多
く、貸出をして持ち帰ることが負担に感じているという意見が一
部あった。今後の取組みとして図書利用の案内や展示をして貸出
につなげたい。またフロアワークを増やしサービスの利用につな
げたい。

・2018年度と比較して50冊以上貸出冊数が増加した。10月以降
19年生と18年生の貸出が伸びた。特に貸出数が増加したのは17学
年と先生だった。どの内容の資料もまんべんなく貸出が増えたが、
哲学と漫画の貸出が減少した。特に増加した内容は歴史・地理と文
学であった。レファレンス（クイックレファレンスを除く）件数は
33件・21人であった。
フロアワークやカウンターで直接会話したりおすすめした資料は貸
出につながったので次年度も継続して行いたい。新しい哲学や自己
啓発本といった資料を増やし貸出につながるよう取り組む。

計画的に教
育活動全体
を通して推
進します

教務
進路先で求められる、基礎学力、コミュニケー
ション能力、生活習慣定着を各授業を通して推
進します。

生徒や教職員のアンケート等
の内容で評価する。

・「基礎学力」、「コミュニケーション能力」、「生活習慣定
着」を学校全体の共通認識のもと、それぞれの授業で取り組んで
いる。
・アンケートは今後実施。

・「基礎学力」、「コミュニケーション能力」、「生活習慣の定
着」について、学校全体で共通認識のもと行っている。
・授業アンケートの結果を職員会議で共有し、今後の改善に努めた
い。

進路

①積極的な進路開拓に努めます。
　・事業所開拓を行います。
　・ハローワーク等との連携を図ります。
　・各種学校の情報収集に努めます。
②進路に関する情報提供に努めます。
　・講話等の行事を年間２回以上開催します。
　・大学や専門学校を招くガイダンスを年間１
回
　　開催します。
   ・オープンキャンパス等の情報を随時提供
　　します。
   ・進路だよりを年間３回以上発行します。
③面接指導を実施します。
④進路希望調査を年間２回実施します。
⑤進路室の資料の整理に努めます。
⑥インターンシップを実施します。
⑦アルバイト情報を提供し学業との両立を勧め
ます。
⑧就業先調査を年間２回実施します。
⑨キャリア教育に係る年間計画を検討します。
⑩できるだけ早い時期から、生徒との進路面談
を行います。
⑪卒業生の就職先を訪問し、就労状況の確認お
よび職場定着支援に努めます。

・県内求人票を前年度（１０
２社1５０職種）より多くも
らう。

・９月出願の１回目就職試験
受験者数を前年１３．３％
（就職希望者１５名中２名）
より増やす。

・未内定卒業者０人を目指
す。

・ミスマッチによる早期離職
や早期退学・入学辞退を０に
する。

・卒業生の就職先を１学期中
に２社以上訪問する。

・一次県内求人１１２社１５8職種。

・９月就職試験出願者は２6％（就職希望者２3人中６名）で去年
より増加。

・卒業生の就職先を１学期中に6社訪問。

・ＡＯ入試一般推薦入試受験者５人（９月末現在）

・就職希望者で進路未定の生徒に対して支援を行います。"

・県内求人（１３２社１９０職種）
・1年未満の早期離職２人
・生徒の就労に対する意識を高めていくことが課題である。進路行
事等を精査するとともに、担任や特別支援担当とも連携を取って対
応していく。また、ハローワーク等の関係機関ともしっかりと連携
し生徒の支援を行うよう努める。
・大学２人、専門学校２人合格
・大学入試の情報収集および提供を行い、入試の支援に努める。

特別支援

就労において特別な支援が必要な生徒を対象
に、担任を通じ、本人の意向を確認しながら、
ハローワーク等とも連携しながら、就労先の開
拓と就労支援を行います。

就労支援対象とした生徒の8
割が、本人の希望に添った進
路を実現できること。

・支援対象生徒には、まず夏季休業中の実習を勧め、３日間の実
習を体験し、高い評価を得ることができた。その後、伊勢市障が
い者就職応援フェアに参加し、３事業所の面接を受けた。現在、
ハローワークと連携し、職場見学に行く予定があり、継続して支
援を続けることになる。

・支援対象生徒には、夏季休業中Ｂ型就労継続支援事業所での３日
間の実習を体験の後、伊勢市障がい者就職応援フェアに参加し、３
事業所の面接を受けたが、事業所側の都合により就労には繋がらな
かった。ハローワークと連携し、職場見学に行った事業所のうちの
１つで実習した後、就労に繋げていく予定で進めている。

ものづくり
の専門性を
生かした職
業教育を推
進します

ものづく
り

工学科

実習を通じて働く心構えなどを身につけられる
よう指導に努めます。
・実習前の点呼、挨拶の励行
　安全のため作業服着用を全生徒に徹底し、
　声を出して挨拶、返答ができるようにする。
・遅刻をしない。
・終了時、全員が協力して片づけ、掃除をす
る。
・実習内容を理解し、安全に作業ができるよう
にする。

・年度末に生徒アンケートを
実施し、自主的にできたか、
できるようになったかを
チェックする。
今年度も９０％以上を目指
す。

・実習時、チャイムと同時に整列点呼・服装チェックは徹底さ
れ、ものづくり工学科のスタイルとして定着している。
・実習への出席率は、おおむね良好である。
・実習時は、常に職員が生徒への安全に配慮している。また、引
き続き生徒の安全意識を喚起し、無事故を継続していく必要があ
る。
★９０％達成見込みである。２月初旬に生徒アンケートを実施予
定である。

・挨拶、服装、片づけ、掃除については習慣化し、自主的にできる
ようになった。
・遅刻・欠席は、特定の生徒に集中している。アルバイト・仕事の
都合もあるが、今後も根気強く指導していくことが必要。
・授業での安全確保、生徒の安全意識は高いが、現状に満足せず、
継続的な指導と確認が必要である。

キ
ャ

リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
ま
す
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早期から就
労・就職支
援を進め、
生徒一人ひ
とりの進路
実現を目指
します



担当 取組内容 活動指標・評価指標

取　　組
項　　目

年度末評価・改善案・次年度取組等中間評価・今後の取組等重点

２０１９（令和元）年度の行動計画

具体的な取組

通級による
指導の充実
を図るた
め、校内体
制の構築、
校内環境の
整備を進め
ます

教育相談
特別支援

「コミュニティデザインＡ」の内容を確立する
と共に、来年度から実施予定の「コミュニティ
デザインＢ」および「未来デザイン」の内容や
指導体制、従来実施してる放課後ＳＳＴ・就労
ＳＳＴとの関連等について整理します。また、
通級指導で使用する「りとりーと」のより効果
的な使い方について考え、整備します。

通級による指導の内容や「り
とりーと」の使用について、
全職員の8割の共通理解を得
ること。

・年度初めに作成されたローテーション表により、研修という形
で、毎時間１～２名のゲストティーチャーに授業に参加してもら
うことで、内容や進め方についての理解を進めている。また、来
年度以降の新科目の進め方やりとりーとの使用方法については、
案を作成している最中である。

・担当の人数不足により、「コミュニティデザインＡ」の内容を確
立や、来年度から実施予定の「コミュニティデザインＢ」および
「未来デザイン」の内容や指導体制、従来実施してる放課後ＳＳ
Ｔ・就労ＳＳＴとの関連の確認、通級指導で使用する「りとりー
と」のより効果的な使い方について十分取り組むことができず、評
価目標を達成することができなかった。次年度引き続き取り組む必
要がある。また、通級指導の実施状況について、さらに効果的な共
有のしかたを考えなければならない。

対象生徒一
人ひとりの
課題に応じ
たきめ細や
かな支援を
行います

教育相談
特別支援

特別な支援を要する生徒のために、発達障がい
支援員の助言を受け、担任とともに「個別の指
導計画」を作成し、それを活用した支援と指導
を、全職員の共通理解のもとに行います。ま
た、通級による指導については、保護者・生徒
との面談を学期に1回持ち、合意された個別の目
標に沿って指導します。

該当生徒に対する指導が、
「個別の指導計画」に則り、
全職員の共通理解の下で行わ
れたと考える担任の数が延べ
8割以上となること。

・今年度は、チェックシートによる調査の結果、あがってきた生
徒一人ひとりについて、全教職員から情報を集め、整理し、共有
を図った。ここで得られた多面的な情報に基づき、今年度特別支
援対象となる生徒を決定し、現在、発達障がい支援員同席のケー
ス会議を実施し、指導計画を作成中である。

・今年度新たに実施した情報収集により、支援の必要な生徒一人ひ
とりについて多くの目による見立ての上で個別の指導計画を作成す
ることができた。また、新たに特別支援の対象とした生徒だけでな
く、継続して支援の必要な生徒についても指導計画を見直し、共有
することができた。
・通級指導のための面談は学期毎に実施できたが、通級指導受講生
徒のいないクラスの担任や担任以外の教員に内容を示すことができ
ておらず、次年度改善に取り組む必要がある。

教員一人ひと
りが不祥事を
自分事として
とらえ、適切
に行動できる
よう、規範意
識の醸成を図
ります

職員会議において、校長による服務規律等に関
する訓話を行い、またコンプライアンスミー
ティングを実施します。

・定例職員会議での啓発
・７月にコンプライアンス
ミーティングを実施し、具体
的事例に基づき協議し意識の
醸成を図る。

・定例職員会議において校長より訓話
・７月２５日コンプライアンスミーティング実施
   今年度は「飲酒運転をしない、させない職場となるために」を
テーマに班別で話し合い、全体での共有を図った。

・校長より定例の職員会議だけでなく職員打合せの時間を使って、
直近の事例を挙げながら啓発を行った。
・コンプライアンスミーティングにおいては、少人数で班編成を行
うことで意見交換を行いやすくするとともに、各班での意見を全体
で共有することによって規範意識の醸成に繋がるよう努めた。

教職員一人ひ
とりが生き生
きと活躍でき
る職場環境を
つくります

校長による面談を実施します。
職員満足度アンケートを実施します。

職員満足度アンケート
・「日々の仕事にやりがいを
感じている」の『満足』が
30％以上
・「校長や教頭はいろんな意
見を聴き取っている」の『満
足』が50％以上

７月実施の職員満足度アンケート（４段階）において
・「日々の仕事にやりがいを感じている」の満足度４（満足）＝
12.8％、３（やや満足）＝66.6％、２・１＝20.5%
・「管理職はいろいろな意見を聞き取っている」の満足度４（満
足）＝43.5%、３（やや満足）＝46.1％、２・１＝10.2％

・校長による面談は、期首・中間・期末の３回実施（予定含む）。
・職員満足度アンケートの結果については、「満足」「やや満足」
を合わせると比較定高い数値になるが、『満足』は目標とする評価
指数には達していない。特に「日々の仕事のやりがい」について
は、目標の半分にも達することができなかった。この点について
は、今後満足度を高められるよう改善策を検討していく必要があ
る。

「定時退校日」を月１回設定します。
定時退校日に定時退校できた
教職員数90%以上

・上半期は、ほぼ設定した日には、定時退校に協力してもらって
いる。

・目標とする評価指数を達成することはできた。

「部活動休養日」を設定します。
部活動休養日を週1回以上設
定するクラブ数100％

・全てのクラブで設定し運用してもらっている。
・各クラブとも休養日を設定。目標とする評価指数を達成すること
ができた。

長期休業期間中に学校閉校日を設定します。
夏季休業期間に2日間・冬季
休業期間に1日設定

・夏季休業期間の学校閉校日（8月13日・１４日）は、職員の約
90％が夏季休暇等を取得。

・今年度は、夏季休業期間（8/13、14）・冬季休業期間１日
（1/6）を設定。職員の 90％以上が年次有給休暇等取得。

休暇取得日数の現状維持に努めます。
年次有給休暇取得日数15日
以上の教職員数60％以上

・年次有給休暇の取得を下半期も促していく。

・年次有給休暇の付与日数２０日以上で取得数１５日以上の教職員
数は64％で、概ね目標とする評価指数を達成することができた。
・今年度、一斉行事時における職員打合せ時間を見直すなど、年次
有給休暇取得促進につながるよう工夫を行った。

時間外労働時間の縮減を図ります。
学校全体の時間外労働時間の
平均を3.5時間以内
月80時間超の教職員0

・上半期、時間外労働の平均時間は3.5時間。月80時間超の教職
員は0。今後も勤務時間の割り振り調整や振替休暇により超過勤
務時間の解消を促していく。

・学校全体の時間外労働時間の平均は3.8時間（12月末現在）。超
過勤務時間については振替休暇や勤務時間の割り振り調整等の制度
活用により解消できつつある。

会議の効率的
な運営によ
り、時間の短
縮を図ります

会議を１時間以内に終了するよう努めます。
1時間以内に終了した会議の
回数90％以上

・上半期１時間以内に終了した会議の回数は約６割に止まってい
る。主な要因は運営委員会の時間超過である。今後運営委員会の
運営に当たっては、夜間部の始業時間も考えたうえで効率的な会
議となるよう対応を考えていく。

・運営委員会など一部の会議で１時間を超えることがあり、目標と
する評価指数を達成できなかった。次年度、特に運営委員会の効率
的な持ち方について考え、改善に努めていきたい。

特
別
支
援
教
育
を
充
実
さ
せ
ま
す

総
勤
務
時
間
を
縮
減
及
び
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
を
行
い

ま
す

「定時退校
日」「部活動
休養日」等を
設定し、働き
やすい環境の
整備に努めま
す
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